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新しく生まれた人（ヨハネ3:3）
　人生というものは、過去があり、今現在があり、また、未来があって、人生と言われるものだと思います。その中で今日は特に、過去について、ともに考えていきたいと思います。過去にも、自慢できるような過去、反対に、忘れたい、もう思い出したくない辛い過去、もしも捨てることができるならば捨てて変えたい過去など、いろいろありますが、その過去の中でも、忘れたい、変えたい、もう思い出したくない悲しくて辛い過去、ときには汚れてしまった過去のことを考えていきたいと思います。
　過去は、確かに過ぎてしまったものです。しかし、残念ながら、過ぎたからといって、終わったわけではありません。それが不思議なものです。まるで生き物のように、生きて今現在も私たちの思いや考え、または現在の人生そのものを動かすものなのです。ですから、過去を正しく処理しないと、今現在がそれによって動かされるし、結局、未来もそれによって動かされるようにならざるを得ないものです。ということで、一般の世界でも、過去の亡霊という言葉を使っているのではないでしょうか。

まず、その過去に対して、また、人生そのものでしょうけれども、人間が勘違いしている部分があります。その一つが何かといいますと、どんな過去であろうが、その過去は変わることができると強く信じ込んでいる人々がいます。現に、辛い過去があったのにもかかわらず、それをバネにして、結局は大成功を収めて、その過去とはまったく違う姿に変えられたというケースがないわけではありません。それで、過去に囚われずにバネにすることがあれば変えられると思うわけです。信者の皆さん、本当にそうなのでしょうか。今日、吟味して考えてみていただきたいと思います。ときには、自分にそのような意志がない場合でも、周りの誰かの一言、社会の何かの助けなどがきっかけになって、どうしようもないと思っていた過去から抜け出して脱皮することができたという人も少なくありません。ですから、過去は変えられるものだと思う人が多くいるわけです。中には、宗教などに身を寄せることによって、主に修行のようなことを通して、昔の自分ではないまったく違う自分に変わったという人が実際にいるわけです。それで過去というのは、いろいろあるし辛いかもしれませんが、変えられるものなのだ、もっと縮めて申し上げると、頑張れば変えられる、なにかのきっかけがあれば、教師の一言によって過去から抜け出して、ダメだと思っていた自分から抜け出して、まったく違う人生になりましたという人がいるわけです。特に芸術家の中には、そのような人が結構多いみたいです。音楽が下手だと思っていたのに、音楽の教師に「あなたは他の人にない個性にあふれるすばらしい才能があるよ」と一言言われたことによって、大音楽家になったという人もいるわけです。逆に、自分で嫌な自分、嫌な過去を変えようと頑張ったのにもかかわらず、先ほど申し上げました人たちのようにはならず、うまくいかなかった人もいるわけです。それで過去は、結局、どうにもならないものなのだと思う人もいます。周りに、そういったきっかけになる優しい一言を語ってくれる人間がいたからでしょう。私には、そういう人間がいなかった。私はそのような家族に恵まれていなかった。また、自分には、それをバネにしようとする強い意志も持つことができなかったということを通して、過去はどうにもならない、どうせそんなもんだと思い自暴自棄になり、自分の周辺、この社会は合わない、だから、自分のことを理解してくれるところはないと思うようになり、最終的には、自分自身も嫌になり、周りも社会もすべてが嫌になってしまいます。それで結局、不安を抱えて不満でいっぱいになり、大きな壁を作り、その中に閉じこもって身を隠してしまいます。耐えられないからということで。さらに隠しきれない場合は、もう変えられないのだから、このまま生きていても希望はないし、良いことはなにもないからという思いで、自ら命を絶ってしまう場合もあります。そして、自分一人で死ぬのはもったいないのか悔しいのかわかりませんが、周りの人間を巻き込んで、結局、事件に発展させる場合もあります。この間も、新幹線の中で事件を犯した人間がいました。その人は、自暴自棄になっていろいろぶつけてみたのですが、結局、理解してくれるところがなかったと勝手に結論付けて、どうせだめなのだ、どうにもならないと自暴自棄になるしかないという意味で、過去は変えられないものと思ったのでしょう。逆に、過去は変えられるものなのだと思う人もいる。どっちが正しいのでしょうか。

両方とも勘違いです。しかし、学校でも、お医者さんでも、カウンセラーでも、このようなお話はできません。聖書の他にはないわけです。だから、皆さん、周りの人間や学校の先生やお医者さんのお話を聞くか、牧師のお話を聞くか、二つの中の一つです。過去の自分という存在は、変えられるものなのだ。いや、いろいろぶつけてみたけれども、結局は、そんなものだと自暴自棄になるしかない。両方とも勘違いです。人間の一番大きな勘違いの一つです。信者の皆さんは、聖書を通して、正しく理解しないといけません。本当に人生というものがなにかを正しく分かったならば、過去、過去の自分というのは、まず絶対に変わることはないし、絶対に変えることはできません。なぜかというと、勘違いしている世の中の人々が知らない人間の真実、人間の実体というものがあるからなのです。何でしょうか。白人も黒人も、偉い人間も、才能ある人もない人も、貧乏も金持ちもいろいろいるのですが、しかし、どんな人間でも、人間の真実は、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、神様から永遠に離れてしまって、いのちが断たれている状態です。それはなにを意味するのでしょうか。そのまま人生が終わると、地獄に行くしかない、運命を抱えて生きていくしかないし、生まれたときから神の御怒りを受けるべき子らとして生まれました。何をどうするか以前に、罪を犯し、神からの栄誉を受けることができないというのは、どういうことなのでしょうか。あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者です。心優しい人間は、例外ということはありません。これが人間の真実です。なにかをバネにして過去の姿から脱皮し、大成功を収めたからといって、本当に変わったことなのでしょうか。その人が抱えている本質、この現在の人間というものは何も変わっていません。人間が変わるというのは、終わりが変わることではありません。何か優しい一言、励みになる一言によって、その人の人生ががらりと変わって、過去の面影をまったく見ることができないように変えられたとしても、勘違いしないでください。それでもその人は、神から離れたまま御怒りを受けるべき子らのままの状態なのです。信者の私たちが、この部分を認めていないといけません。私たちしか知りません。聖書の他には、人間の真実について教えるところはありません。これはなにがどう変わろうが、修行してその人の心が変わったとしても、絶対に変わることができない部分なのです。そして、それが皆さんの人生を通しても、歴史を通しても証明されているのではないでしょうか。努力するから変化はありますが、根本的に何も変わりません。裕福になって、生活が便利になります。しかし、根本的には、何も変わらないのです。科学や文明、技術が発展して、成功を収めることがあります。しかし、本質は何も変わらないのです。より神様に敵対し、より地球は乱れていくようになるしかありません。家庭は崩壊するしかありません。ひとりひとり個人の中に平安や安らぎは絶対にありえないし、どんどん追いつめられるようになるしかないことには、何も変わりがありません。それなのに今現在も、レムナントを始め、クリスチャンの方々が、良い大学に行って、良い研究をして、いい成績を収めれば、人生が変わるかのように思って、そこに力を注いでいるのではないでしょうか。勘違いです。絶対に変わりません。
そして、絶対忘れてはいけないことは、死ぬからといって変わるかといいますと、とんでもない勘違いです。死ぬとどうなるのでしょうか。人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっています。死んだからといって、それは肉体が死ぬことであって、腐って土に戻ります。しかし、人間の本質であるたましいはそのまま消えることはありません。死ぬことなどありません。さばかれて永遠の地獄に行くしかないのです。肉のいのちがなくなったからといって、なにも変わることはありません。勘違いしないでください。自殺で人生が終わる、自殺でなにかが変わる、とんでもない偽りです。人間のことがなにもよく分かっていないからです。肉のいのちが終わった場合に、人間そのものが本当に根本から変えられる機会を全部、無くしてしまうことです。だから、まずは、過去、また、過去の自分という存在は、絶対に変わることはない、変えることもできません。

ですから、今日、イエス様がおっしゃっているように、信者の私たちは、迷うことなく覚えて告白しなければいけません。過去の自分は、どんな過去であろうが、新しく生まれることの他には道はありません。何をどうするかによってうわべを変えること、気持ちを変えること、性格を変えること、それは変わると言えるものではありません。だから、永遠に忘れないでください。過去と過去の自分というものは、忘れるから変わるわけでもありません。覚えていてください。新しく生まれることの他には、変わる道はありません。それは言葉を裏返しますとこうなります。過去の自分が変わるというのは、人間そのものが、たましいを含めて存在自体が死んで消えてなくなることだけが変わるための唯一の道なのです。先ほども申し上げましたように、死ぬというのは、自分で命を絶つから死ぬ、誰かに殺されるから死ぬ、それは死ぬことではありません。それはうわべだけが、殻だけが消えてなくなるものなのです。人間は根本的に消えない存在です。霊的な存在なので。だから、この意味で、変わるための死ぬということは、人間が自分で実行できないものなのです。自分で自分を殺すことは絶対不可能です。自ら死ぬというのはありえません。しかし、存在そのものが死なない限りは、過去は過去のまま何も変わることはありません。

どうすればいいでしょうか。人は、新しく生まれない限りは。今日、また、永遠に心に刻み込んで忘れないようにしましょう。人間は、新しく生まれなければなりません。だれかが優しくしてくれるからではなくて、励みの一言をいただいたからではなくて、社会が私をしっかり受け入れるからではなくて、新しく生まれなければなりません。誰かのせいではありません。辛い過去を思い出して、それさえなかったら、親がもっとかまってくれたらと思う。それは全部サタンのしわざです。そうなったとしても何も変わりません。これがキリスト教のカウンセリングです。トランプも金正恩も新しく生まれなければなりません。すべての人がです。皆さんが、AIの研究をして、すばらしい成績を残したからといって新しく生まれるかというと、とんでもありません。方法がないのです。一つしかありません。まったく罪のない方が、犠牲のいけにえとなって、贖いのいけにえとなって、身代わりとして死ぬこと以外には、過去の自分が死んで消えて殺されることはないわけです。罪のない方が死んでくれることだけが方法です。その方の名前がキリストです。それで神様は最初からキリストを約束されました。こうしなさい、ああしなさい、そういうことはまったくおっしゃらず、キリストを送るからとおっしゃいました。そして、そのキリストが世に来られました。その方がイエス様なのです。その罪のないイエス様が、キリストであるイエス様が、罪のある過去の私、私の過去そのものを背負って、十字架で死んでくださいました。つまり、過去が変わること、過去の自分が新しくなるための方法は、死ぬことしかないのですが、どのように死ぬかというと、イエス・キリストの十字架とともに死ぬわけです。ガラテヤ2：20、わたしは十字架とともに死んだ。それが本物の死です。自殺は死ではありません。さばきを受けることが残っていて、裁かれて地獄に行くそのコースなのです。勘違いしないでください。死ぬこと以外には、変えられません。その死ぬ方法は、イエスの十字架とともに死ぬことです。そして、イエス様の復活とともに生かされることです。エペソ2：5、キリストとともに生かされて。その他には、方法はありません。

改めて申し上げましょう。皆さんが、自分で自分の首を吊ったからといって、自分で自分を殺すことはできません。私たちには、そのような能力も権限も資格もありません。罪人なのですから。だから、罪のないイエス・キリストが十字架で死ぬこと、そこで一緒に死ぬこと以外には死にません。死なない限りは、過去は過去のままです。形がどう変わろうが、これが過去と過去の自分から抜け出すための唯一の道です。感謝なことに、イエス・キリストが十字架で死なれて、すべてを完了したと宣言し、３日目に死の力を打ち破ってよみがえられ、いまも生きていらっしゃいます。ですから、私たちが、そのキリストの十字架とともに死んで、キリストの復活とともに新しく生まれる、その方法は、一つしかありません。ヨハネ5：24、「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです」。信じることです。イエス様は、私を殺すことができます。滅びるしかない嫌な過去の自分を死なせることができる唯一のキリストなのだと信じることです。ローマ1：17、これこそがキリスト教です。「義人は信仰によって生きる」。この一言の前で、いままでの律法、道徳、誰かのせい、良かった、悪かった、正しい、正しくないが全部消えてひざまずくようになります。全部がちりあくたに変わります。義人はOnly信仰によって生きる。イエス・キリストを信じる者は、誰でもキリストとともに死んで消えてなくなります。そして、キリスト・イエスとともに生かされて、新しく生まれるようになります。ヨハネ1：12、「受け入れた人々、すなわち、その名を信じた人々には、神の子どもとされる特権をお与えになった」。この人たちは、罪によって、人の欲情によって生まれたのではなく、神から生まれたものなのだ。これが新しく生まれることです。刑務所の中に入って更生するから変わるわけではありません。それが新しく生まれたといえることではありません。イエス・キリストを信じることです。そのときに過去の私たちは、十字架とともに死んで消えてなくなります。その他には変わることはありません。ですから、そのまま変えようとしないようにしましょう。死ぬしかありません。死ぬ方法は、イエス・キリストと十字架にともにつけられることなのです。どのようにすればつけられるのでしょうか。イエス・キリストを信じて、受け入れることです。つまり、イエス・キリストを心から救い主として受け入れた人は、だれであってもいままでの過去は消えてなくなりました。この道の他に、過去から抜け出す道はないし、誰でもこのイエスを信じることによって完全に新しく生まれるようになります。これが過去の自分から変えられて自由になるということです。勘違いしないでください。誰のせいにしましょうか。そういうことはありません。死ぬときまで誰かのせい、何かのせいにして、ずっとそれにつながれています。新しく生まれなければ希望はありません。その他のどんなことでも、こだわりは全部断ち切るようにしましょう。これがキリスト教です。
最後に、皆さんがイエス・キリストを信じる信者であれば、どんな過去であろうが、現実がどんなに厳しい状況であろうが、真っ先に、常に覚えていないといけません。それは何でしょうか。過去、過去の自分は、イエス様とともに死にました。そして、いまの自分は、イエス様とともに生かされて新しく生まれたものなのです。そう言える理由は一つしかありません。イエス様を信じたからです。他になにもこだわらないでください。新しく生まれたというのは、先週申し上げましたように、ヘブル10：14にあるように、どんな罪があろうが、過去、現在、未来にまで、すべての罪が完璧にきよめられ、きよい者として新しく生まれたのです。Ⅱコリント5：17、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなった。どういう意味でしょうか。Ⅰコリント3：16、聖霊が宿る神の神殿と呼ばれる者に、新しく生まれたのです。過去は死んで、ヨハネ17：21、三位一体の神様の中にともにいる者として、新しく生まれたのです。汚れた辛い過去は死んでしまいました。ローマ8：15、創造の神様を「アバ、父」と呼ぶことができる神の子どもとして新しく生まれたのです。地獄の子だった過去は消えてなくなりました。エペソ1：3、天にある霊的すべての祝福をいただく者として新しく生まれたのです。地上のものによって左右されない幸せなのです。エペソ2：6、厳しい現実、限界がある肉体の中で生きているのにもかかわらず、すでに天のところに座らせていただいた者として新しく生まれたのです。それを全部総合するとどういう意味なのかといいますと、エペソ1：23にあるように、キリストをかしらにして、そのキリストのからだなる教会として新しく生まれたのです。別の言葉で言いますと、ローマ8：29、イエス様のかたちとして新しく生まれたのです。過去のみじめなだめな自分は死んで消えてなくなりました。いつでしょうか。イエス様を信じたそのときです。そのときまでは、どんなに暴れて修行し、宗教に身を寄せたとしても変わることなどはありません。学校に通って、知識を頭の中に叩き込んだとしても、絶対に変わりません。誰かが助けてくれるからといって、変わることなどありません。イエス様を信じたその瞬間、皆さんは、まったく新しく生まれたのです。なにか変っていないいろいろな部分、それは意味が違う話です。先週、申し上げましたように、召された途端、義と認められて、それと同時に栄光を与えられました。すでに新しく生まれて栄光に富んだものになりました。だからこそヨハネ14：12にあるように、イエス様が行っていたことを行い、それ以上のことができるものとして新しく生まれたのです。マルコ16：17-18、イエス様の名前によって悪霊を追い出し、新しいことばを語り、蛇をつかみ、毒を飲んでも害を受けることがなく、病人に手を置けば病人はいやされるものとして、新しく生まれたのです。マタイ5：14、世の光、Ⅰペテロ2：9、王である祭司、イエス様にしか使わない称号が付くものとして、新しく生まれました。
その結果、使徒1：8、聖霊の力によって、エルサレムから地の果てにまで、イエスの証人となれるものとして新しく生まれ、世界福音化が可能な存在として新しく生まれました。ちっぽけなみすぼらしい過去は死んで消えてなくなりました。先ほども申し上げましたように、ローマ8：30、すでに栄光をいただいて奪われません。ローマ8：39、誰もこの愛から切り離すことはできません。その結果、8：37、圧倒的な勝利者として人生を生きるようになるし、8：28、すべてを働かせて益となる、そういうものとして新しく生まれました。先週も申し上げましたように、神様がイエス・キリストを通して、新しく生んでしまったので、これは取り消しがつきません。何があろうが、これは触れない部分です。だから、サミットという言葉を使うのです。届かないてっぺんという意味です。皆さんが失敗しようが、波風が吹いてこようが、これは触れません。サタンは現実を通して邪魔をします。その現実は過去に影響される現実です。この新しく生まれたことを見ることができないように、信じられないように邪魔します。

どのように邪魔するのでしょうか。過去はもう死んで消えてなくなりました。存在しません。ただ厄介なのは、記憶に残っているのです。そこには神様の様々な計画がありますが、記憶に残っているのです。記憶に残っていて、実際に起きたことであっても、消えて死んでなくなって存在しないので、それは虚像なのです。覚えていてください。それなのに、サタンは偽りの父なので、その存在しない虚像を記憶だけをもって私たちの考えの中に、信者の考えのところをノックするのです。「おい、おまえこんなものでしょう。こんな過去があっただろう。これを忘れたのか。おいおい、また付き合おうよ」というようにささやくわけです。それは100％、200％、サタンのしわざとして、イエスがキリスト、新しく生まれたということを忘れると、それが強く立っていないと巻き込まれるようになります。それはどういうことなのかというと、旧約の預言者の一人サムエルという人が働きを終えて死にました。死んだら、地上に二度と現れることはできません。天国なのか地獄なのか。もちろんサムエルだったので天国だったでしょう。でも、サウル王が急なあまりにも切羽詰ったことがあったので、霊媒師の方に行きました。サムエルを呼び出して何かを聞きたいと。霊媒師が呪文を唱えると、サムエルが実際現れました。なにかをしゃべりました。それはサムエルではありません。サムエルのように見えていても、サムエルは存在しないのに、それが現れました。サタンが私たちの過去を取り上げて、ノックしてささやくのは、それと同じことなのです。過去はもはや死んでなくなりました。皆さんが記憶から消そうとする理由もありません。消せる部分もあるでしょうが、消せるものではありません。記憶に残っているから、クリスチャンがまた二重、三重勘違いするのです。サタンがそれを利用してノックするからです。「おい、同窓会をやろうよ。昔の同窓会を。おまえはいじめられたでしょう。おまえは親に憎まれていただろう。無視されていただろう。そんな大きな罪を犯して失敗したでしょう。無能な人間だったでしょう」ということを全部、取り上げてノックするのです。それは虚像です。なぜなら私は十字架とともに死にました。死んだというのは、記憶から消すとか、どこかに隠れるということではありません。存在そのものが消えてなくなることです。存在しません。皆さんの過去は、もはや十字架とともに死んで存在しません。

ですから、過去の記憶があるためにささやかれるとき、皆さんはこのような実体をしっかり覚えつつ、過去と付き合う方法は何でしょうか。それは実体ではなく虚像なのに、なぜそんなものと付き合うのでしょうか。記憶の中でささやくことがあっても、思い出すことがあっても無視することです。過去のことは無視し、相手にしないことです。ときには感情的に動かされるときもあるかもしれません。それにもかかわらず、考えをしっかりして無視して相手にしないことです。なぜならその過去の自分は死んだのだから。むしろ新しく生まれた自分、それが実像です。その自分と付き合うようにしないといけません。向き合って慣れ親しんでいかなければいけません。そこと親しくなっていかないと、過去が恋人のように現れます。死んだのに。皆さん、死んだ人が皆さんの目の前に現れたらどうしますか。福音がわかっていない人はびっくりしてわぁーと怖がるでしょう。でも、分かっている者は、虚像だ。これは嘘だ。幻だ。相手にしなくてもいいとなります。ぜひ覚えてください。
そして、最後に、過去は正しい解釈だけを残すようにしましょう。実体ではないので、その過去はこの新しく生まれること、それをまことのいのちと言いますが、このまことのいのちを得るための旅程、プロセスだった、だから、ありがたいものなのだという解釈だけを残してください。それから、もう一つ、これから新しいいのちを助けていくための学習、材料だったという解釈をしてください。その二つの解釈以外には、どんな過去であろうが、過去と付き合って相手にしてはいけません。そうする必要がありません。そうすると、皆さんの現実が変わるようになります。そして、これからの血の人生、どこを見て、なにを目指して、どのように生きていくべきなのかという内容が変わってくるようになるでしょう。皆さん、イエス様を信じました。それだけで十分、おめでとうございます。

　
（祈り）
父なる神様。罪の中にあってどう頑張っても変わることができない、その滅びの運命に捕らわれていた私たちをイエス様の十字架の死によって殺して、イエス様の復活によって新しく生まれるようにしてくださり感謝いたします。どうか過去と過去の自分を相手にせずに無視して、新しく生まれた祝福の自分と向き合い、付き合い、親しくなっていくことができるように、今日のメッセージがひとりひとりの心に刻まれることを心からお願いいたします。私たちをキリスト・イエスの十字架によって新しく生まれさせました。主の御名をほめたたえます。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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